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エリアデザイン調査特別委員会 報告資料

令和５年１０月１７日 

件 名 綾瀬・北綾瀬エリアデザイン（綾瀬ゾーン）の取組み状況について 

所管部課名 

エリアデザイン推進室 エリアデザイン計画担当課 

総務部 資産活用担当課、生涯学習支援室 中央図書館、学校運営部 学校支援課 

都市建設部 まちづくり課 

内 容 

１ 図書館での飲食について 

  前回（令和５年８月２４日）のエリアデザイン調査特別委員会にて質問の

あった標記の件について、次のとおり報告する。 

（１）図書館法の規定

図書館法（昭和２５年法律第１１８号）には、図書館での飲食について

定めた規定はない。 

（２）足立区立図書館館則

足立区立図書館での飲食については、足立区立図書館館則（昭和６２年

９月９日教育委員会規則第５号）第３条第２号に次の規定がある。 

（入館の拒否等） 

第３条 館長（指定管理者が任命する館長を含む。以下同じ。）は、次

の各号のいずれかに該当する行為があるときは、利用者の入館を禁

じ、又は退館させることができる。 

（１）所定の場所以外に図書館資料を持ち出すこと。

（２）所定の場所以外で喫煙や飲食をすること。

（３）館内で騒音を出したり、泥酔等により他人に迷惑をかけること。

（４）危険物を持ち込み、又は持ち込もうとすること。

（５）前各号のほか館内の秩序を乱し、又は乱すおそれのあること。

なお、飲食が可能な場所について具体的に定めた規定はなく、各館ごと

に運用の中で次のとおり対応している。 

ア 内容

（ア）図書館内での飲食は禁止とする。

（イ）ただし、必要最小限の水分補給は可能とする。その際は、ペットボ

トルや水筒など、ふたが完全に閉まる容器を使用する場合に限る。

イ 周知方法

（ア）館内の掲示

  （イ）区立図書館ホームページ「よくある質問」（令和５年８月３１日から

掲載） 
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２ 綾瀬小学校「わくわく にこにこ 図書の森」について 

（１）利用状況（令和５年９月末現在）

 

（２）キャスター付き書架の耐震対策

８月２４日のエリアデザイン調査特別委員会で要望のあった標記の件

について、次のとおり耐震対策を実施する。 

ア キャスター用車止めの設置

イ 書架の入れ替え（奥行きの短い書架から奥行きの長い書架に変更）

【参考】令和４年度のひと月あたりの平均 

貸出冊数：４５６冊、利用者数：３７２人、１日あたり利用者数：４０人 
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３ 綾瀬駅周辺地区まちづくり協議会（第１２回）の開催結果について 

自転車盗対策や旧こども家庭支援センター等跡地活用の進捗など、まちづ

くりの進捗状況について意見交換を行うため、第１２回綾瀬駅周辺地区まち

づくり協議会を開催した。 

（１）開 催 日 時 令和５年８月３１日（木）

午後６時３０分～午後７時３５分 

（２）開 催 場 所 足立区勤労福祉会館（綾瀬プルミエ内）

２階第１ホール 

（３）参 加 者 地元町会自治会等２５名

（４）内 容 

ア 自転車盗対策について

イ 自治体ＳＤＧｓモデル事業の進捗状況について

ウ 綾瀬駅東口駅前交通広場の整備について

エ 旧こども家庭支援センター等跡地活用の進捗について

オ 綾瀬小学校地域開放型図書室について

カ 駅前民間開発地の工事について

（５）主 な 質 疑

Ｑ１：自転車盗対策について具体的な対策はどのようなものか。

Ａ１：自転車の盗難は自宅で多く発生している。自宅だからと安心せず

施錠することが大切である。引き続き、施錠について意識啓発を

行っていく。 

Ｑ２：足立区の図書館数は２３区中で多い方だが、密度が低い。どのよ

うに対応するのか。 

Ａ２：区域面積が大きい区では密度が低くなる傾向にある。今後もサー

ビス面を強化し対応していきたい。 

Ｑ３：旧こども家庭支援センター等跡地における「活用方針の決定」と

は、どの程度までの内容決定を想定しているのか。 

Ａ３：本日、お示ししている活用方針（案）の内容を決定したいと考え

ている。 

Ｑ４：旧こども家庭支援センター等跡地における講堂（ホール）のイメー

ジはどのようなものか。 

Ａ４：前回の協議会でも説明したが、３００人規模で、階段状でもフラ

ットでも利用できるホールを考えている。 

Ｑ５：旧こども家庭支援センター等跡地における講堂（ホール）で卓球

などの簡単なスポーツはできるか。 

Ａ５：多目的に使っていただかないと利用率があがらない。卓球くらい

はできるのではないかとイメージしている。 

（６）今後の予定

年  月 内  容 

令和 5年 10月 まちづくり協議会（第 13回）の開催 
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４ 綾瀬駅東口周辺地区地区まちづくり計画案について 

旧こども家庭支援センター等跡地における活用方針の策定を受け、綾瀬駅

東口周辺地区地区まちづくり計画案を作成した（別添資料綾瀬関連参照）。 

（１）今後の予定

年  度 内 容 

令和 5年度 
地区まちづくり計画案説明会開催 

地区まちづくり計画策定 

令和 6年度 

都市計画法第 16条説明会開催 

地区計画変更 

建築条例変更 

５ 綾瀬駅西口周辺地区のまちづくりについて 

綾瀬駅西口周辺地区において、令和３年１２月策定の綾瀬ゾーンエリアデ

ザイン計画に基づき、高架下空間の活性化とともに駅周辺におけるにぎわい

の創出を目指し、具体的なまちづくりを検討していく。 

（１）現時点で想定しているゾーニング（ゾーニング図参照）

ア 一般市街地ゾーン

良好な住環境、落ち着いた雰囲気を保全する土地利用、建替え誘導

イ 西口駅前・鉄道高架下ゾーン

西口高架下、駅周辺におけるにぎわいを誘導

ウ 綾瀬川・首都高高架下ゾーン

綾瀬川・首都高高架下沿いの安全性の確保

 ゾーニング図 

綾瀬駅西口周辺地区 
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（２）今後の予定

年  度 内  容 

令和 5年度 
高架下 No Border LAB（あやセンター ぐるぐる） 

での意見聴取 

令和 6年度 
地元アンケート実施 

地区まちづくり計画案説明会開催 

令和 7年度 地区まちづくり計画策定 

６ 旧こども家庭支援センター等跡地の活用方針（案）住民説明会の実施結果について 

旧こども家庭支援センター等跡地の活用方針（案）に関する近隣住民説明 

会を開催した。 

（１）開催日時・会場及び参加者数

ア 第１回 令和５年９月２２日（金）東綾瀬中学校仮設校舎体育館

午後６時３０分～８時 １１名参加 

イ 第２回 令和５年９月２３日（土）東綾瀬中学校仮設校舎体育館

午前１０時～１１時３０分  ８名参加 

合計 １９名参加 

（２）説明会内容 ※ 説明会内容は両日とも同様

ア 活用イメージ（案）に関するアンケート結果

イ 事業者ヒアリングの実施結果

ウ 活用方針（案）

エ 今後のスケジュール

（３）主な質疑

ア 活用方針（案）に関する質問について

Ｑ１：今回の活用方針（案）が具体的でないため、なかなかイメージ

がしにくい。 

Ａ１：今回は方針の説明であるため、ぼやっとしているが、これに基

いて事業者ヒアリングをして実現可能なものを絞っていく。 

イ 講堂（ホール）に関する質問について

Ｑ１：講堂（ホール）の収容人員はどのくらいを想定しているのか。

Ａ１：３００人規模が収容できるホールを検討していく。

Ｑ２：講堂（ホール）の仕様に防音対応は盛り込まれるのか。

Ａ２：多目的な使用を可能にするため、防音対応のホールを検討して

いく。 
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ウ 図書館等に関する質問について

Ｑ１：図書館を設置する計画はないのか。

Ａ１：図書館や本と触れ合える場所といったご希望が一定数あること

は承知している。区は図書館を設置する予定はないが、本を読

んだり、勉強したり、くつろぐことができる居場所のようなも

のを作れないか検討している。今後、事業者へのヒアリングや

他の自治体への視察等を行い、実現性を確認していく。 

Ｑ２：綾瀬小学校内にある地域開放型図書室「わくわくにこにこ図書 

の森」を当該地へ移設する可能性はあるのか。 

Ａ２：現時点では移設の可能性はない。本を読んだり、勉強等ができ

る居場所を検討していく。 

エ 施設建設に関する質問について

Ｑ１：施設建設の費用負担はどのように考えているのか。

Ａ１：施設の計画内容に合わせ、費用負担の割合は官民双方のバラン

スを考慮して検討を進めていく。

説明会の様子 

（令和５年９月２２日 東綾瀬中学校仮設校舎体育館にて） 

７ 旧こども家庭支援センター等跡地の活用方針について 

（１）誰もが安心して利用できる公共施設の整備

仮移転していた公共施設「保健センター」「区民事務所」「子育てサ

ロン」に加え、地域からの要望の高い「講堂（ホール）」を駅前にまとめ

て集約する。１つの施設内に集約することで、利用者の利便性向上に繋げ、

誰もが安心して利用できる公共施設の整備を目指す。 
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（２）賑わいを創出する民間活用施設の誘致

賑わい機能（商業・交流）を備えた民間活用施設を誘致する。

公共施設が隣接することによって、区民サービス・子育て・買い物など、

様々な場面で誰もが利用できる施設とし、綾瀬エリアの更なる魅力の向上

に繋げていく。 

（３）多くの人が集える空間及び憩いの場の創出

活用イメージ（案）に関するアンケート結果を踏まえ、多くの人が

集える空間や憩いの場を創出できるよう、講堂（ホール）や本を読んだり、

勉強等ができる多目的な居場所について、民間事業者からの提案を受け、

整備を検討していく。 

現況案内図 

旧こども家庭支援センター等跡地 

Ｎ 

保健センター 交流によるにぎわい 

区民事務所 
子育て 

サロン
商業によるにぎわい 

公共施設 民間活用施設 

令和１０年度以降開設予定 

イメージ図

講堂（ホール） 
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（４）今後の予定

令和 ６年 ５月  公募に向けたサウンディング型市場調査※ 

令和 ６年 秋頃  公募内容の方針決定 

令和 ７年 初旬  プロポーザルによる事業者公募 

令和 ７年度 施設設計 

令和 ８～９年度  施設工事 

令和１０年度以降  施設開設 

※ サウンディング型市場調査

区有地の活用にあたり民間事業者との意見交換等を通して、市場性の

有無やアイデアの収集など民間事業者の参入意欲やアイデアの実現可能

性等を把握するための調査。 
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エリアデザイン調査特別委員会 報告資料

令和５年１０月１７日 

件 名 江北エリアデザインの取組み状況について 

所管部課名 
エリアデザイン推進室 エリアデザイン計画担当課 

道路公園整備室 道路整備課 

内 容 

１ 補助第１３８号線江北地区の事業認可について 

都市計画道路補助第１３８号線江北地区について、都市計画事業認可

を取得した。 

（１）名  称 東京都市計画道路 幹線街路補助線街路第１３８号線 

（２）事業期間 令和５年９月２５日～令和１２年９月３０日

（３）認 可 日 令和５年９月２５日

10



エリアデザイン調査特別委員会 報告資料

令和５年１０月１７日 

件 名 西新井・梅島エリアデザインの取組み状況について 

所管部課名 
エリアデザイン推進室 エリアデザイン計画担当課 

都市建設部 まちづくり課、中部地区まちづくり担当課 

内 容 

１ 西新井駅西口のサンライトマンション解体工事の工期変更について 

西新井駅西口のサンライトマンション解体工事について、ガス管撤去

工事の遅れにより、工期変更の報告があった。 

（１）工期

変更前 令和５年 ５月８日から令和６年７月３１日

変更後 令和５年１０月２日から令和６年９月３０日

案内図 

旧トスカ西館 

サンライトマンション

西新井駅 

環七
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エリアデザイン調査特別委員会 報告資料

令和５年１０月１７日 

件 名 竹の塚エリアデザインの取組み状況について 

所管部課名 
エリアデザイン推進室 エリアデザイン計画担当課 

都市建設部 まちづくり課、鉄道立体推進室 鉄道関連事業課 

内 容 

１ 竹ノ塚駅周辺地区地区まちづくり構想・計画説明会の開催結果について 

（１）開催日時及び参加人数

令和５年９月２９日（金）午後 ７時～午後 ８時１５分 １０５名

令和５年９月３０日（土）午前１０時～午前１１時 ５分  ７５名 

合計  １８０名 

（２）対象者

地区まちづくり構想区域内の居住者及び地区外権利者

（３）周知

ア 対象者にチラシを配付

イ 区ホームページに掲載

※ 出席できない方のために説明資料をホームページで公開

（４）開催場所

竹の塚小学校 体育館

（５）主な質疑

Ｑ１：具体案が無いので何も思い浮かばない。

Ａ１：具体的な整備計画の前段となる、まちづくりの進め方や考え方

を示した構想・計画なので、イメージしにくいとは思う。今後、

地区計画を定める際など、もう少し具体的な説明会を予定して

いく。 

Ｑ２：歩きたくなる空間づくりとは、何か店がくる計画があるのか。 

Ａ２：現時点では具体的な出店計画はない。 

Ｑ３：ウォーカブルなまちへとあるが、歩道を走行する自転車が危険

なので、安全に歩ける環境を作ってほしい。また、公衆トイレ

の配置についてはどう考えているか。 

Ａ３：歩道を走行する自転車の量やマナーに課題があり、自転車と歩

行者を分けることやマナーの向上について、ハードとソフトで

検討していきたい。公衆トイレについては、今後の駅前広場の

計画づくりにあわせて、位置や使いやすさを考慮し、近隣の公

園トイレ改修などもあわせて検討したい。 

Ｑ４：小学生や中学生の意見も聞くべき。 

Ａ４：将来のまちを担う意見を、ミントポや学校を通じて聴く機会を

持ちたい。 
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Ｑ５：もしも大地震が起きた場合、耳が聞こえないので不安。公園な

どに電光掲示板があると避難の情報を誰もがえられるのでは

ないか。 

Ａ５：現在、竹ノ塚駅前には掲示板は無いが、北千住などの駅前には

デジタルサイネージがある。これまでターミナル駅などで帰宅

困難者対策として設置していたが、今後は危機管理と検討した

い。 

Ｑ６：補助２６１号線の完成時期はいつか。駐輪場はどうするのか。 

Ａ６：完成時期は令和１２年３月を目途として東京都が用地買収を進

めている。駐輪場の移転場所は現在検討中である。 

Ｑ７：区営六丁目アパートはどうなるのか。 

Ａ７：集約化を検討しているが、現時点で時期は未定。 

Ｑ８：伊興区民事務所は古いので移転を含めて計画に入れて欲しい。 

Ａ８：公共施設の再編を考える中で検討していく。エリアデザイン計

画で明らかにしていく。 

Ｑ９：高架下の開発について、住区センターのような公共的に使える

場所、集う場が駅近くにほしい。人が主役の竹の塚を進める上

で、お金がかからず誰もが集える居場所づくりをして欲しい。 

Ａ９：竹ノ塚駅周辺に区の施設がいくつかあり、ＵＲ団地の再生や東

武鉄道の開発に合わせて、公共施設を再編する必要性を感じて

いる。その中で居場所づくりをどのようにできるか検討してい

きたい。また、民間事業者にも居場所づくりを問いかけていき

たい。 

（６）オープンハウス型説明会

令和５年１０月１日（日）、２日（月）の２日間で、竹ノ塚駅前ミン

トポの１０２区画（ラボスペース）を活用し、構想・計画の考え方につ

いてオープンハウス型の説明会を行った。 

２ 鉄道高架化工事の進捗状況について 

鉄道高架化工事の進捗状況や工事の予定を地域に周知するため、東武鉄 

道が「鉄道高架化工事のお知らせ」（別紙 Ｐ１４参照）を現地の仮囲い

に掲示した。 
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東武伊勢崎線（竹ノ塚駅付近）連続立体交差事業
鉄道高架化工事のお知らせ

《Ⅲ工区》

《Ⅱ工区》

《Ⅰ工区》

工事工程予定表 令和 ５年 ９月
東武鉄道竹ノ塚工事事務所

《Ⅳ工区》

全体平面図

Ⅱ工区 Ⅲ工区 Ⅳ工区Ⅰ工区

竹ノ塚駅

【凡例】

：高架化範囲

尾竹橋通り

谷塚方西新井方

➊西新井方 排水設備工事状況

➋ ➌

○ 夜間や休日も作業を行ってまいり
ます。工事の内容につきましては、
チラシ等でお知らせいたします。

○ 騒音・振動の抑制に努めるととも
に、事故のないよう安全第一で、
工事を進めてまいります。

ご協力お願いします

➊～➌：写真撮影場所

付帯工事として、引き続き、排水設備等高架下整備工事等（昼夜間）を行います。
道路工事として、引き続き、区道（竹の塚169号線）復旧等（昼夜間）を行います。

建築工事として、引き続き、駅業務施設等新設工事等（昼夜間）を行います。
付帯工事として、引き続き、排水設備等高架下整備工事（昼間）を行います。
道路工事として、１２月から、舗装復旧工事等（昼夜間）を行います。

付帯工事として、引き続き、既設高架橋復旧等（昼夜間）を行います。
道路工事として、１１月から、舗装復旧工事（昼夜間）を行います。

※本資料についてご不明な点は、東武鉄道改良工事部（℡03-5962-2484）（Fax03-5962-2478）にお問い合わせください。 また、各工区の詳細は各工区の連絡先までお問い合わせ願います。
※事業についてご不明な点は、足立区鉄道立体推進室（℡03-3880-5484）（Fax03-3880-5605）にお問い合わせください。

➋駅付近 引上線軌道新設工事状況 ➌谷塚方 既設高架橋復旧工事状況

付帯工事として、引き続き、排水設備等高架下整備工事等（昼夜間）を行います。
道路工事として、引き続き、区道（西新井391号線）復旧等（昼夜間）を行います。

※事業完了は令和５年度末を予定しています。

《その他》
軌道工事として、引き続き、引上線軌道新設（昼夜間）を行います。
電気工事として、引き続き、引上線電気設備新設（昼夜間）を行います。

西新井391号線

竹の塚169号線

：区道工事範囲

➊

連絡先

排水設備等高架下整備工事（昼夜間）

栗六公園復旧工事（昼間）※グラウンド閉鎖

東京地下鉄用地復旧工事（昼間）

道路工事等 区道（竹の塚169号線）復旧･UR住宅用地復旧工事（昼夜間）

付帯工事 排水設備等高架下整備工事（昼夜間）

道路工事等 区道（西新井391号線）復旧・都営住宅施設復旧工事（昼夜間）

建築工事 駅業務施設等新設工事（昼間） 駅ビル復旧工事（昼夜間）

付帯工事 排水設備等高架下整備工事（昼間）

道路工事等 舗装復旧工事、赤山街道高さ制限関連工事他（昼夜間）

付帯工事 既設高架橋復旧・仮盛土撤去工事（昼夜間）・排水設備等高架下整備工事（昼間）

道路工事等 舗装復旧工事（昼夜間）

軌道工事 引上線軌道新設工事（昼夜間）

電気工事 引上線電気設備新設工事（昼夜間）

Ⅳ
工
区

大林・東武・鉄建・戸田JV

 TEL 03-5647-8657

そ
の
他

 TEL 03-5962-2484

 東急・東武JV
 TEL 03-3858-3501

Ⅱ
工
区

 大成・東武JV
 TEL 03-5838-1033

Ⅲ
工
区

 鹿島・東武谷内田・
　　　熊谷・東鉄JV

 TEL 03-5809-5450

工事概要 10月 11月 12月

Ⅰ
工
区

付帯工事

別 紙

14



エリアデザイン調査特別委員会 報告資料

令和５年１０月１７日 

件 名 千住エリアデザインの取組み状況について 

所管部課名 

エリアデザイン推進室 エリアデザイン計画担当課

都市建設部 まちづくり課、千住地区まちづくり担当部 千住地区まちづく

り担当課 

内 容 

１ 千住大川端地区地区まちづくり計画案について 

千住大川端地区地区まちづくり計画案を作成した。 

（１）地区まちづくり計画案の概要（別添資料千住関連参照）

ア 将来像

「緑と水辺の魅力にあふれ多様な世代が集う安全で安心なまち」

イ 基本目標（３つの柱と方向性）

目標 内容 

1 周辺地域と連携した

防災性の高いまち 

①災害時の一時集合場所となる関屋

公園及び主要アクセス道路の整備 

②隅田川スーパー堤防整備推進

2 多様な世代に対応し

た利便性の高いまち 

①生活利便性を高める商業施設の誘

導 

②多様な世帯の定住に繋がる、優良

な住環境の誘導 

3 豊かな緑と隅田川の

水辺の魅力を生かし

たゆとりと潤いのあ

るまち 

①地区内外から人々が集える、水辺

に開かれた憩いの広場空間の誘導 

②スーパー堤防や緑地との一体的な

空間整備による、親水性の高い水辺

空間の創出 

（２）今後の予定

 年  月 内  容 

令和 5年 11月 地元協議会等へ地区まちづくり計画案の説明 

 12月 住民説明会の開催 

令和 6年  1月 地区まちづくり計画策定 

２ 北千住駅東口再開発（北街区）アドバイザリー会議開催結果について 

（１）開催日時  令和５年１０月２日（月） 

午後３時４５分～午後５時４０分 

（２）開催場所  足立区役所南館４階作業室 

（３）参 加 者  学識経験者等７名、委員（区職員）９名 
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（４）内容

ア 前回（令和３年７月１５日）アドバイザリー会議の主な指摘事項

の振り返り

イ 駅前再開発の動き（準備組合変更案）について

ウ 市街地再開発事業に係る都市計画の概要について

（５）主なアドバイス

ア 当地区で再開発事業を進める事は必要と考える（全員一致）。

イ 準備組合が提案した容積率７００％は大きすぎる印象。

ウ 公共貢献と容積緩和のバランスについては良く検討すること。

エ 空間の使い方、どういった用途にするかは良く検討すること。

オ 高さについては１００ｍ程度を基準として検討したほうが良い。

カ 千住地区のランドマークとなるような景観形成に寄与する建物計

画を検討すること。

３ 千住大橋地区について 

（１）千住大橋駅前用地の一体活用に関する覚書の締結

千住大橋駅前用地について、東京都住宅供給公社（ＪＫＫ）と足立

区において、一体活用を前提とした覚書を締結した。 

ア 締 結 日  令和５年９月２７日 

イ 締結内容

（ア）区とＪＫＫは一体活用を前提に活用方針の検討を行う。

（イ）活用にあたり、まちづくりに資する施設導入、駐輪場機能確保

を条件とする。

（ウ）区とＪＫＫがそれぞれ土地を鑑定のうえ、情報交換を行う。

（エ）それぞれの土地の合計価格を最低予定価格とすることを前提と

して検討を進める。
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（２）千住大橋駅前用地のサウンディング型市場調査※の実施

ア 目的

千住大橋駅前用地の活用方針を定めるにあたり、千住大橋駅周辺

の魅力を活かした駅前にふさわしい活用手法を幅広く検討する必要

があるため、民間事業者にサウンディング型市場調査を行い、意見

や新たな提案等の情報収集を行う。 

イ 実施時期

令和５年１０月６日～令和５年１１月１４日

ウ 調査対象

駅前用地の利活用に係る事業の実施主体となる意向を有する法人

または法人のグループ 

エ 調査項目

（ア） 展開できる事業内容（建物用途）

（イ） 賑わい創出のためのアイデア

（ウ） 駐輪場の整備方法

（エ） 地域貢献の内容について

（オ） 土地価格及び土地賃料の目安

（カ） 土地貸付期間の希望

（３）今後の予定

※ サウンディング型市場調査

区有地の活用にあたり民間事業者との意見交換等を通して、市場

性の有無やアイデアの収集など民間事業者の参入意欲やアイデアの

実現可能性等を把握するための調査。 

年  月 内  容 

令和 5年 
10月 サウンディング型市場調査実施

12月 まちづくり連絡会開催 

令和 6年 1月 アンケート調査

令和 6年 
7月 活用方針決定 

9月 公募開始 

令和 7年 3月 事業者選定 
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